
右近家文書（福井県南越前町）
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右近家資料。「北前船寄港地フォーラム in 坂井市三国湊」での「北前コーヒー」ポップより作成。

「コーヒ糖」の商品化（２０２１年）

74

・小樽商科大学本気プロ「日本遺産による小樽活性化」チームが再現した「コーヒー
糖」をベースに、新たに「コーヒ糖」として商品化。
・２０２１年２月１９日〜２１日の３日間、札幌市民交流プラザでイベント販売。
・高品質の缶ケース。詳細な解説入りラベルを貼付。
・若干固め、コーヒー風味を強めるアレンジ。



九谷焼の影響を受けた小樽の陶磁器

・九谷焼を学んだ小樽の陶芸作家・三津和広氏の作品を使用。
・陶土は石川県から取り寄せ。独自のアレンジを加えた陶磁器。
・北前カフェで作品を展示。

周遊マップ・パネル展・ファミリーヒストリー

76

周遊マップ →あるく

パネル展 →学ぶ

ファミリーヒストリー
→ルーツを知る



「小樽北前船ストリート」スタンプラリー（２０１８年）
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★小樽運河周辺の倉庫群〜色内大通り〜堺町通り商店街〜南小樽駅。
★景品は全て北前船関連。九谷焼オルゴール、九谷焼グラス、等。

「北前船ストリート」構想

南小樽エリア堺町通り色内大通り

旧魁陽亭

倉庫街

運河・倉庫

北運河エリア



プロダクトブランド「UNGA↑」（実店舗、２０１９年）
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プロダクトブランド「UNGA↑」（小樽市）

地域ブランド：「UNGA↑」（うんがぷらす）
・北前船が培った歴史文化 ＝付加価値
・小樽ならではのストーリー ＝差別化

★リアリティ＋オリジナリティ ⇒より価値の高い小樽ブランドへ。
★小樽市総合博物館や小樽商科大学等と連携。
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プロダクトブランド「UNGA↑」（小樽市）

★小樽の水産加工品製造会社と連携
81

北前ヤマソーヴィニヨン（北海道ワイン）

82

小樽駅構内の地産品店で売上１位



古民家の活用（広島県呉市御手洗：旧江口邸）

83

２０１９年７月２５〜２７日

新潟から小樽へ航海（４４名参加）

・フェリー講座

・北前船ガイドツアー

・歓迎セレモニー、交流会

・オルゴール制作体験

・潮まつり開会式スピーチ

★加賀と小樽の子どもたちの交流と相互理解へ

北前船子ども洋上セミナー（２０１９年７月）

84



北前船子ども洋上セミナー（２０１９年７月）
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越後高島盆踊り



越後高島盆踊り

新潟からの移住者によって高島地区に伝えられ、現在も行
われている民俗芸能。北前船による日本海の交流の記憶。

明治１０年代に新潟県北蒲原郡紫雲寺町（現・新発田市）か
ら大火を契機に移住した人々が、元禄年間に新潟で成立し
た踊りや歌を伝える。

戦後、衰退したが昭和５４（１９７９）年に保存会が立ち上げら
れた。平成１３（２００１）年に小樽市の無形民俗文化財指定

現在では、高島地区だけでなく小樽および全国各地で上演
され高く評価されるようになった。

★「移動」「移住」の文化が普遍性をもった観光コンテンツに

太々神楽（住吉神社）

• 新潟県三条市の八幡神社を起源とする「三条神楽」が、明
治２1（１８８８）年、住吉神社の宮司・星野十九七によって小
樽に伝えられる。翌２２年、「住吉神社太々神楽」に改称。

• 庶民が舞う神楽であることが特徴。住吉神社太々神楽保存
会が継承。夏の例大祭、氏子繁栄祈願祭で奏でられる。

• 北海道神宮、室蘭八幡宮、滝川神社などに伝承。野幌神社
（江別市）には新潟県魚沼、蒲原、古志から伝わる。



３．北前船遺産を活かした地域振興の可能性

⑶ 観光庁、文化庁の実証事業

①「誘客多角化事業」(観光庁、R２年度）

②「域内連携促進事業」（観光庁、R３年度）

③「文化資源の高付加価値化促進事業」（文化庁、R３年度）

★Withコロナ期の地域振興支援施策の一環。日本遺産を活かした
地域振興の取り組みが全国的に展開。

★積極的な自治体との格差大。戦略、コーディネートが必要。

※小樽市：①、②＝採択（日本遺産関連） ③＝不採択

※加賀市は、温泉＋北前船、で採択。組み合わせ戦略の成功。

観光庁「誘客多角化事業」（２０２０年）
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観光庁「誘客多角化事業」（２０２０年）
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深掘り小樽・北前船堪能バスツアー
・１１/２２（日） 定員２０名（申込３４２名）
・構成文化財（７件）を全て見学。
・おたる案内人がガイド。
・特別展「北海道に渡った九谷焼」見学

北前船カードラリー

・９枚の構成文化財カード。関連施設、店
舗等で配付。コンプリートで認定証、小樽
雪花火優待チケット入手。

小樽雪花火（１２/１９）
・小樽港で開催。商業施設と連携。
・延期しサプライズ打ち上げに変更。

北前船観光推進シンポジウム（１/３０）

・日本遺産審査委員会委員長の基調講
演（zoom）、ワークショップ（中止）

観光庁「誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成」実証事業（２千万円）

観光庁「誘客多角化事業」小樽市）
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・日本遺産「北前船」と小樽雪花火のコラボを軸に、日本遺
産「北前船」を活かした多角的な観光推進事業を展開。

・ツアーガイド、動画、マップ作成等、に際して、文化財情報
を徹底的に確認。

・小樽雪花火 ＊近接商業施設でパネル展、マップ等配付。
・バスツアー、カードラリー ＊構成文化財マップ作成
・北前船プロモーション動画（２本） ＊YouTube公開
・ガイド育成事業 ＊博物館に研修用機器設置
・シンポジウム ＊基調講演（zoom）

★観光事業の中に文化財関連要素・事業を組み込む。



北前船カード（構成文化財、9枚）
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北前船カードラリー（２０２０年１２月〜２０２１年１月）
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日本遺産「北前船」構成文化財・周遊マップ
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日本遺産「北前船」プロモーション動画

96

観光庁「誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成」実証事業
制作：小樽市北前船日本遺産を活用したwithコロナ期対応型イベント開催実行委員会
YouTube、小樽文化遺産ポータルから視聴可能。公開後役半年で再生数４５６９回

・日本遺産「北前船」構成文化財（７件）を
中心に、小樽のルーツと北前船の関わり
も紹介（６:５８）。

・ナレーション：石橋八千代氏（プロアナウ
ンサー、ラジオパーソナリティー等）

・小樽市の特徴的な構成文化財であ
る５つの木骨石造倉庫を、北前船主
の西谷庄八が紹介（８:４６）。

・声優：おがわとーる氏（市内在住シン
ガーソングライター、FMおたるパーソ
ナリティー。



小樽市の日本遺産「北前船」プロモーション動画
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北前船主の集合写真
西谷家調査（加賀市）で発見。
宝塚市在住の子孫が所蔵。

小樽へ進出した北前船主たち
の集合写真。明治１９（１８８６）
年１２月９日、小樽で撮影。

西谷庄八（５代）：前列中央
浜中八三郎：同右
赤松清七郎：同左
増田喜三郎：後列左
広海二三郎（５代）：同中央
西出孫左衛門（１１代）：同右

西谷家資料

小樽文化遺産ポータル
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小樽文化遺産ポータル
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北前船主の婚礼料理再現（加賀市）
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文化庁「Living History（生きた歴史体感プログラム）事業（２０１９年）
加賀の北前船主・酒谷家の婚礼料理を資料に基づき再現。

・３日間続いた婚礼料理のうち、1日目初膳までを再現。
・大聖寺藩士の婚礼様式を継承。
・膳・椀は中木家の什器を使用。北海道で運輸業を北前船主らと営む。

ヘリテージ・ラボオンライン「北前船と日本遺産・北海道遺産」での武藤真由氏（加賀市文化振興課）スライドより。



北前船主の婚礼料理再現（加賀市）
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【検討会の実施】

地元有識者・観光学専門家を交え、
再現料理の特徴、活用について検討。

【旅行商品に向けての改良】

料亭にて観光メニューとしての磨き上
げを実施当時の料理の特徴を踏まえ
つつ、観光客向けにわかりやすく、美
味しい料理を開発。

ヘリテージ・ラボオンライン「北前船と日本遺産・北海道遺産」での武藤真由氏（加賀市文化振興課）スライドより。

オンラインセミナー（２０２１年３月）
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ヘリテージラボ・オンライン
「北前船と日本遺産・北海道遺産」

地域遺産の保全活用に携わる方々の
お話を伺うオンラインセミナー。
（２回開催）。

３/１３（土）１４時〜１５時半
Part.1：「北海道にのこる北前船遺産」
（松前町・利尻町編）

３/１９（金）１９時〜２０時半
Part.２：「北前船による北陸と北海道の
つながり」（南越前町・加賀市編）

主催：北海道遺産協議会
協力：北海道、北前船交流拡大機構



小樽太夫道中（２０１９年）
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・日程：２０１９年８月３日・４日

・小樽堺町通り商店街の「ゆかた風鈴
祭り」で葵太夫を招聘。太夫奉納舞と太
夫道中を開催。

・会場：小樽芸術村、小樽堺町通り商店
街、花園ビアガーデン。

・小樽堺町通り商店街振興組合では、
「本物」にこだわりたいということで、日
本遺産「北前船」関連事業として企画。

【様々な課題】

・名称：「花魁道中」は小樽では開催さ
れていない。「太夫道中」に変更。
・場所：堺町通りは歴史的には問屋街。

※小樽の花街文化史とはリンクせず。

４．まとめ

⑴北前船の歴史的意義と魅力。

• 地元では「あたり前」の再発見。

• 日本遺産「北前船」の認定。歴史文化を活かした観光まちづくり。
地域のブランディング、シビックプライドの醸成のきっかけに。

⑵地域のルーツ、各地との「つながり」の意義。

• 「一攫千金」だけではない魅力。ポスト近代社会のヒント。

• 北前船の近代性。江戸〜近代の連続／非連続性の両面。

⑶文化財の調査研究と観光まちづくり、教育等との連動。

• 現代的な「北前船学」の必要性。



学際的、広域的、総合的な地域学としての「北前船学」

• 近世史、近現代史、海運史、経営史、アイヌ学、建築史、
美術史、観光学、都市計画、文学、地理学などの学際的
研究が必要。

• 広域的な地域史（北海道、東北、北陸、瀬戸内海の関係）

• 女性の視点の重要性（生活史、食文化、観光など）

• 各地の北前船遺産のアーカイブと情報発信。

• 調査研究、保存活用、観光・地域振興の連動。

★全国の北前船遺産ネットワークの連携による地域振興へ

★北前船日本遺産推進協議会事業でデータベース制作中。

「北前船学」の可能性と課題

船絵馬（住吉神社、明治２２年、船主・橋本トラ子が奉納）



ご静聴ありがとうございました！


